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１ 工芸センࢱーࡢ概要 

当所ࡣ，旭川ᕷࡢ主要産業࡛あࡿ木工芸及び窯業ࡢ生産技術向ୖ並び品質ࡢ改善等ࡢ研究指導を

行い，こࡽࢀ工業ࡢ振興発展寄与ࡿࡍこを目的設置さࢀたࠋ 

 

。1〃 沿革 

昭和 9ᖺ。19」4〃 4᭶ 技術指導機関し࡚木工，窯業，農産加工を含ࡴ旭川ᕷ立産業指導所ࡀ 

設置さࠋࡿࢀ 

昭和18ᖺ。194」〃 」᭶ 第次世界大戦ࡢたࡵ，産業指導所を廃Ṇࠋࡿࡍ 

昭和「1ᖺ。194【〃 1᭶ 業界ࡢ要望，地域ࡢ特殊性を生ࡍたࡵ常磐公園ෆ旭川ᕷ窯業指導所ࡀ

設置さࠋࡿࢀ 

昭和「」ᖺ。1948〃 10᭶ 旭川ᕷ共ྠ作業所ࡀ設置さࠋࡿࢀ 

昭和」0ᖺ。1955〃 4᭶ 旭川ᕷ共ྠ作業所を廃Ṇし࡚旭川ᕷ木工芸指導所ࡀ設置さࠋࡿࢀ 

昭和4「ᖺ。19【】〃 4᭶ 施設⊃あい等ࡢ理由ࡾࡼ，窯業指導所を木工芸指導所敷地ෆへ新築移転

 ࠋࡿࡍ

昭和51ᖺ。19】【〃 5᭶ 木工芸指導所，窯業指導所を統合し旭川ᕷ工芸指導所改称ࠋࡿࡍ 

ᖹ成 8ᖺ。199【〃 4᭶ 工芸指導所ࡢ施設設備ࡢ老朽ࡀ著しく，㺀豊岡」条」目㺁ࡽ現ᅾ地 

移転ࠋࡿࡍ 

ᖹ成 9ᖺ。199】〃 1「᭶ 旭川ᕷ工芸センࢱー改称ࠋࡿࡍ 

ᖹ成11ᖺ。1999〃 11᭶ ⏫ྡ変更及び住居表示ࡢ実施ࡾࡼ所ᅾ地住所ࡀ㺀旭神⏫1番1」4】㺁ࡽ 

㺀緑ࡀ丘東1条」目1番【ྕ㺁変わࠋࡿ 

ᖹ成「0ᖺ。「008〃 5᭶ 機構改革ࠕࡾࡼ商工観光部工芸センࢱーࠖࠕࡽ経済観光部࡙ࡢࡶくࡾ

推進室工芸センࢱーࠖࠋࡿ࡞ 

ᖹ成「」ᖺ。「011〃 4᭶ ࡙ࡢࡶくࡾ推進担当部長ࡢ配置及び࡙ࡢࡶくࡾ推進室ࡢ廃Ṇࠕ，ࡾࡼ経済

観光部工芸センࢱーࠖࠋࡿ࡞ 

ᖹ成「【ᖺ。「014〃 4᭶ ಀを廃Ṇし，スࣇࢵࢱ制ࠋࡿ࡞ 

ᖹ成」0ᖺ。「018〃 4᭶ 観光ス࣏ーࢶ交流部ࡢ新設伴い，ࠕ経済観光部工芸センࢱーࠖࠕࡽ経済

部工芸センࢱーࠖࠋࡿ࡞ 

 

。「〃 施設 
 

位  置  旭川ᕷ緑ࡀ丘東1条」目1番【ྕ 旭川ࣜࢧーࢳセンࢱーෆ 

敷地面積  10,」15.】0㎡ 

延床面積  5,5「0.905㎡。うち工芸センࢱー 1,8「5.「5㎡〃 

 

࠙ෆ訳ࠚ     

 務 室 101.1」㎡  集 塵 室 5【.【0㎡ 

 室 」」.94㎡  窯業研究室 19「.【9㎡ࢢンࢸー࣑

技術開発室 「0」.40㎡  材料試験室 50.05㎡ 

機械加工室 」【」.9」㎡  製品試験室 55.14㎡ 

合 板 庫 」0.【0㎡  コンࣆューࢱ室 【】.0【㎡ 

資 材 庫 9【.00㎡  会 議 室 】9.4【㎡ 

塗 装 室 55.00㎡  ࢩョーࣝー1】.「】1 ࣒㎡ 

木材乾燥ス࣌ース 【5.0「㎡  そ ࡢ 他 140.】8㎡ 

接着金工室 】0.84㎡    
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。」〃 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

。4〃 運営委員会 
当所ࡢ滑࡞運営を図ࡾ，関ಀ業界，᭷識者等ࡢ意見を映ࡿࡍたࡵ，旭川ᕷࡢ附属機関し࡚

旭川ᕷ工芸センࢱー運営委員会を設置し࡚ࡾ࠾，ᖹ成「9ᖺ度ࡣᖹ成「9ᖺ10᭶10日開催したࠋ 

 

業界代表 学識経験者 

旭川家具工業協ྠ組合 長谷川将慶 
地方⊂立行政法人 海道立総合研究機構 

森林研究本部 林産試験場 
関  ୍人 

 關口 洋ᖹ 海道立旭川高等技術専門学院 佐藤 勝幸 ࠌ     

旭川建具業協ྠ組合 児玉 好ṇ 東海大学 笹川 寛ྖ 

旭川地方木材協会 ୕津橋 央 
国立大学法人 

海道教育大学旭川校 
岩永 啓ྖ 

旭川木ࡢモࣀ組合 高橋 秀寿 海道ンࣜࢸコーࢿࢹーࢱー協会 渋谷あࡎさ 

旭川陶芸協会 滝野沢泰子   

   
※ 任期 ᖹ成 「9 ᖺ 1「 ᭶ 1 日ࡽᖹ成 」1 ᖺ 11 ᭶ 」0 日ま࡛ࡢ 「ᖺ間 

   

 

。5〃 主要設備 
 

࠙試験研究用機械ࠚ     

」 次元 （A）/（AM 椅子強度性能試験機  UV  ࣒ࢸスࢩ 塗装乾燥試験炉 

5 軸制御 N（ ࣝーࢱ実験機  形状粗さ測定器  振動試験装置 

体ᅽ分ᕸ測定ࢩス࣒ࢸ  材料接合部強度試験機  恒温恒湿環境試験機 

家具強度試験機  耐光性試験機  家具等繰返し耐久性試験機 

     

࠙加工機器ࠚ     

各種汎用木工機械  側ᅽ付コーࣝࢻプࣞス  高周波発信機 

炭酸࢞スࣞーࢨ彫刻ࢩス࣎ࢺࢵ࢝  ࣒ࢸーࣜンࢩ࣐ࢢン  木工用ࣟࣟࢡ 

ワࢧࢺࣝ࣋ࢻンࢲー     

     

࠙窯業機器ࠚ     

真空土練機  電動ࣟࣟࢡ  ୖ蓋式電気炉 

 ス炉実験機࢞  ࣟࢡ機械ࣟ  ࣑ࣝーࣝ࣎

 電気窯  耐火度試験機  ࣑ࣝࢺࢵ࣏

 板製造機ࣛࢱࢱス窯  電動࢞  ープࣞスࢱࣝࣇ

経済部長 

 

工芸センࢱー 

所長 

 

企⏬調整 

庶務 

情報集提供 

販売ಁ進支援 

技術指導 

人材育成 

技術開発 

製品開発 

試験分析 
嘱託職員。技術指導〃   1 人 

嘱託職員。機械保守整備〃 1 人 

機構  1 課㸦スࣇࢵࢱ制㸧 11 人 

スࣇࢵࢱ 

㸦10 人㸧 
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。【〃 使用料及び手数料 
① 使用料 

設 備 
1件ࡢ単位 

。時間〃 

使用料 

。〃 
設 備 

1件ࡢ単位 

。時間〃 

使用料 

。〃 

木 

工 

機 

械 

帯のこ盤 1 310 

木 

工 

機 

械 

スࣟࢺーࢧࢡンࢲー 1 480 

高㏿度単軸面取盤 1 300 プࣞス機 1 1,200 

卓上ボーࣝ盤 1 270 5 軸制御 NC ࣝーࢱ実験機 1 3,150 

ࣜンࢡ式横切丸のこ盤 1 320 炭酸࢞スࣞーࢨ彫刻ࢩステム 1 2,430 

高㏿丸のこ盤 1 310 ワイࢻベࣝࢧࢺンࢲー 1 1,100 

角のみ盤 1 280 長円ほぞ取機 1 570 

 ン 1 470 自動長穴明機械 1 520ࢩマࢢボ孔ボーࣜンࢲ

手押かんな盤 1 310 コーࢼーࣟッ࢟ンࢢマࢩン 1 520 

自動かんな盤 1 370 糸のこ盤 1 290 

4 軸ほぞ取盤 1 390 
試 

験 

機 

器 

耐光性試験機 1 860 

エッジベࣝࢧࢺン420 1 ࣮ࢲ 恒温恒湿環境試験機(大) 24 5,310 

ࣜップソ࣮ 1 360 恒温恒湿環境試験機(ᑠ) 24 1,390 

4 点式万能帯ࡇࡢ盤 1 350 家具強度試験機 1 720 

高周波加熱装置 1 740 振動試験装置 1 4,350 

そ࡛付昇降盤 1 470 窯業 

機械 

電動ロࢡロ 1 120 

高周波࣮ࣝ630 1 ࢱ 真空土練機 1 150 

カッࢺボ࣮ࣜンࢢ面取機械 1 730  

 

② 手数料 

業 務 1 件ࡢ単位 
手数料 

() 
業 務 1 件ࡢ単位 

手数料 

() 

木 材 

木質材 

試 験 

強度試験 5 試片(料)ま࡛ 610 塗料及び 

塗膜試験 

塗膜強度試験 1 条件 5 試料ま࡛ 270 

含水率測定 1 条件 5 試片(料)ま࡛ 370 耐摩耗試験 5,000 回280 ࡈ 

接着力試験 1 条件 5 試片(料)ま࡛ 610 振動試験 1 条件 31,500 

製 品 

性 能 

試 験 

繰返ࡋ荷重試験 4,000 回1,760 ࡈ 
そࡢ他ࡢ木工関連試験 

31,500 以ෆ࡛ 

そࡢ都度市長ࡀ定ࡿࡵ 繰返ࡋ衝撃荷重試験 4,000 回1,760 ࡈ 

静的強度試験 1 条件 830 

窯業試験 

࣭調整 

吸水試験 1 試料 330 

衝撃試験 1 条件 830 強度試験 1 試料 530 

耐久性試験 12,500 回3,680 ࡈ 乾燥試験 1 試料 210 

恒温恒湿処理試験(大) 1 日 5,580 材料調整 1kg 680 

恒温恒湿処理試験(ᑠ) 1 日 1,670 
そࡢ他ࡢ業務 

31,500 以ෆ࡛ 

そࡢ都度市長ࡀ定ࡿࡵ 恒温水槽試験 1 日 300 

試験分析成績証明書 1 件又ࡣ 1通 210  
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㸰 技術指ᑟ࣭各種相談 
   企業ࡢࡽ依頼に応ࡌ技術࣭設備࣭管理計画等ࡢ個別課題に関ࡋ，次ࡾ࠾ࡢ指ᑟ࣭相談を行った。 

 

技術指ᑟ࣭技術相談ࡢෆ容 技術指ᑟ 相談 

木材乾燥関連  1   1 

コンピュ࣮ࢱ関連技術 27   14 

 イン関連技術     1     2ࢨࢹ

木材加工技術㸦木材加工等㸧 21 10 

接着接合࣭塗装技術     6    3 

材料強度関連    0  1 

製品ࡢ品質，性能に関ࡿࡍ技術㸦JIS試験等㸧     9 16 

窯業技術㸦釉薬，成型，焼成㸧     9     6 

そࡢ他㸦補助金申請支援，加工過程，研究支援，展示会支援 他㸧 2 35 

計 76 88 

  ※技術指ᑟにࡣ巡回技術指ᑟ࣭外部講師にࡿࡼ企業実地指ᑟを含ࡴ。 

 

㸱 機械設備使用࣭試験分析業務 
(1) 機械設備使用 

設 備 名 件数 時間 設 備 名 件数 時間 

木 

工 

機 

械 

帯のこ盤 58  88 

木 

工 

機 

械 

高周波ࣝー61   41  ࢱ 

高㏿度単軸面取盤 17 17 ࣟࢺࢫーࢧࢡンࢲー   2    2 

卓上ボーࣝ盤 2 3 プࣞࢫ機    1    1 

ࣜンࢡ式横切丸のこ盤 47   55 ５軸制御ＮＣࣝーࢱ実験機  54 113 

高㏿丸のこ盤 48 71 炭酸ࣞࢫ࢞ーࢨ彫刻ࢫࢩテム 102 185 

角のみ盤    8    8 ワイࢻベࣝࢧࢺンࢲー   92  101 

 ン    2    5 長円ほぞ取機   6  11ࢩマࢢボ孔ボーࣜンࢲ

手押かんな盤   83  120 コーࢼーࣟッ࢟ンࢢマࢩン   3   8 

自動かんな盤 103 113 糸のこ盤    9   26 

エッࢪベࣝࢧࢺンࢲー  32   45 
そ
の
他 

真空土練機    4   ㈲㈱ 

 」プソ࣮ 5㈱   55 耐光性試験機    「   ㈲ࢵࣜ

㸲点式能帯のこ盤  5  8 振動試験装置    ㈲    ㈲ 

         付昇降盤 ㈲78  「重7࡛ࡑ

総 件 数  重5㈱件  総 時 間  ㈲,4㈲6時間 

 

(「) 試験分析業務 

業 務 内 容 件 数 業 務 内 容 件 数 

࣭木ᮦ木質ᮦ試験  
࣭製品性能試験 

  繰返し衝撃荷㔜試験 

  静的強ᗘ試験 

  衝撃試験 

  耐久性試験 

 

46 

「8㈱ 

重重 

   ㈲6重 

強ᗘ試験 」7 

含水率測定 ㈲「 

࣭接着力試験  

  接着力試験 ㈲8 

࣭恒温恒湿処理試験 

  恒温恒湿処理試験㸦小㸧 

 

㈲5 
࣭塗料及び塗装試験 

  耐摩耗試験 

 

重 
࣭恒温水槽処理試験 

  恒温水槽試験 

 

     ㈱ 

総 件 数  685件 
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㸲 研修会࣭講習会࣭講演会 
企業に࠾けࡿ総ྜ的ᢏ術を備えࡓ人ᮦを育成すࡵࡓࡿ㸪企業社員等を対象し࡚ᢏ術࣭ᢏ能の基礎 

知識㸪応用ᢏ術㸪最新ᢏ術等にࡘい࡚実践的講ᗙ等を開催しࡓ。 

 。ࡓ製作体験࣭学習会等を開催しࡓし㸪一般ᕷ民向けの講習会や㸪小学生࣭㧗校生を対象ࡓࡲ 

 
事業ྡ 

研修ྡ／講習会ྡ 
 マ／内容 期 間࣮ࢸ

参加者数 

㸦延㸧 
講  師 

 ンプࣕ࢟サマ࣮ࡾࡃの࡙ࡶ

木工コ࣮ࢫ 

㸦全 「回㸧 

㸦㈲回目㸧 

 プࢵࢩンタ࣮ン

－「重.7.」㈲ 

～8.㈲ 
7人 

㸦ཷ入企業㸧 
ओササ࢟工芸㸪औᮥ和建ල 

  ओࢻࢵ࢘パ࣮ࢶ 

工場見学 －「重.8.「 」5人 
㸦見学企業㸧 

ओ࢝ンࢹハࢫ࢘㸪ओコサン 
媚山鉄工ओ㸪ྜྷ峰鉄工ओ 

㸦「回目㸧 

 プࢵࢩンタ࣮ン

－「重.8.7 

～8.8 
4人 

㸦ཷ入企業㸧 
ओメ࣮࣮ࢺࣝ࣋コ࣮㸪औᮥ和建ල 
ओササ࢟工芸 

工場見学 －「重.8.重 「7人 
㸦見学企業㸧 
 ओいさࡳや㸪山岡木ᮦ工業ओ 
ओ࢚フ࣭࣮㸪ओ長谷川工作所 

旭川工芸ᢏ術等継ᢎ事業 

家ල実習コ࣮ࢫ 

㸦全 7回㸧 

椅子試作のᢏ術及び工程

の理解 

－「重.㈲㈱.4 

～㈲㈲.㈲5 

㸦うち7日間㸧 

75人 

嶺工匠 

代表 ྜྷ田 幸男 氏 
 
仁木木地製作所 

代表 㧘橋 克徳 氏 

旭川工芸ᢏ術等継ᢎ事業 

建ල実習コ࣮ࢫ 

㸦全 」回㸧 

伝統建ලの製作ᢏ術にࡘ

い࡚の理解 
 
組子の製作ᢏ術にࡘい࡚ 

 麻の葉ࠖࢀ破ࠕ

－」㈱.「.6 

～「.8 

㸦」日間㸧 

㈲「人 
औᮥ和建ල 

代表ྲྀ締役 㧘木  均 氏 
 

旭川工芸ᢏ術等継ᢎ事業 

ᗙ学コ࣮ࢫ 

㸦全4回㸧 

伝統ᢏ術の継ᢎ 

～木彫の世界～ 
－「重.7.「7 「」人 

木彫࢞࢝ࢼワ 

代表 中川 貞司 氏 

佐F）A「㈱㈲7コン࣌試作ࡽ

製品のプロセࢫ 
－「重.重.6 44人 

ओ－iっぞshi Makiそぞ ）esigそ 
代表ྲྀ締役社長 牧㔝  仁 氏 

 
औワ࢝サ 
代表ྲྀ締役社長 若狭 弘 氏 

 ンの挽物師 －「重.㈲㈱.㈲7 6重人ࢹ࣮࢙࢘ࢫ

 ン在ఫ木工旋盤作家ࢹ࣮࢙࢘ࢫ
 フ࣭ࣖンソン 氏ࣝ࢘

 
 㸦通訳㸧ࢹ࣮࢙࢘ࢫン交流センタ࣮ 

 宮嶋 健夫 氏 

徳島家ලの現状㸪冨士フ

 のྲྀ組チࢽ

ࡿの見えࡾࡃの࡙ࡶ～

を目指し࡚～ 

－」㈱.「.8 」4人 
冨士フࢽチओ 
代表ྲྀ締役社長 ᕸ川  徹 氏 

旭川工芸ᢏ術等継ᢎ事業 

ᕷ民向け講習会 
旭川家ල木工体験 －「重.㈲㈱.「㈲ 重人 

ओいさࡳや 
代表ྲྀ締役会長 關口 浩樹 氏 

代表ྲྀ締役社長 關口 洋平 氏 
 
 旭川家ල工業協ྠ組ྜ 

 家ලコンࣗࢪ࢙ࣝࢩ 渡邉 㟿代 氏 
 

当所職員   千葉  甲 
        塩飽 大輔 

猪川 達也 
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窯業講習会 
陶漆の関わ࣭ࡾ金継ࡂ

にࡿࡼ陶磁器の再生 
－「重.重.7 「㈲人 

漆芸家㸪漆工芸品修復師㸪金継ࡂ師 
 藤田 裕 氏 

窯業ᢏ術研修会 

㸦全 4回㸧 

基礎釉࣭着色金属࣭焼成

の組ྜせにࡿࡼ釉薬の発

色 

－「重.㈲㈱.㈲8 

～㈲㈲.8 

㸦うち4日間㸧 

」4人 当所職員   బ藤亜沙美 

親子木工体験教室 
旭川の木工業にࡘい࡚ 

加工体験㸦࣮ࣝࢶࢫ㸧 
－」㈱.㈲.㈲」 ㈲8人 

当所職員    小関  敬之 
千葉  甲 
塩飽 大輔 
猪川 達也 
板垣 和憲 

計 「」回開催 「7日間 4㈲「人 㸫 

 

㸳 販売促進支援事業 
家ල㸪建ල㸪小木工及び窯業の各分㔝に࠾い࡚㸪ࢀࡒࢀࡑの企業ࡀ開発しࡓ新製品の紹介地場産

品の販路拡大を図ࡿ各種展示会の開催࣭出展支援を行ࡓࡗ｡ 

 

展示会ྡ／࣮ࢸマ等 開催期間 概 要 

家 

具 

国際家具ࢨࢹンフェ旭川2017 

 ョンࢩࢸンコンペࢨࢹ

入賞入選作品展 

応募国数 30か国࣭地域 

応募点数 683点 

入賞入選作品数 25点 

H29.6.21～6.25 会  場 旭川ࢨࢹンセンタ࣮ほか 

H29.11.20～11.22 会  場 東京ビッグࢺࢧ 

IFFT/ンࣛࣜࢸフスタࣜࣝビング H29.11.20～11.22 

会  場 東京ビッグࢺࢧ 

出展者数 10社 

来場者数 16,654人 

小
木
工 

旭川ࣛࢡフࢺ展 2017 H29.6.13～6.25 

会  場 ࢹザインࢠャࣛࣜー 

     チェアーズࢠャࣛࣜー 

出展者数 86 者 

窯 

業 

第「1回旭川陶芸ࣇェࢸࢫバࣝ 

㸫自然やさࡋく㸪人やさࡋく㸫 
－「9.9.「」～9.「4 

会  場 㐨北地域旭川地場産業 

振興センタ࣮ 

出展者数 114窯 

来場者数 10,」94 人 
 

㸴 情報収㞟࣭提供事業 
(1) ᖹ成「9ᖺᗘ 事業報告書 「00 部 

(「) 工芸ニュ࣮ࢫ 第81号  400 部 

 拡充ࡢࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ (「)

(4) ク࣐ࣛࢺࣇッࣜࡢࣉニュ࣮ࣝ 
 

ᖹ成「4ᖺᗘࡽ発行࡚ࡋいࡿク࣐ࣛࢺࣇッࣉをࡾࡼ活用ࡋやࡍくࣜニュ࣮ࡶࡿࡍࣝ㸪海

外ࡢࡽ観ග客向け㸪英語版ࠕAsaしじkaてa crafっs mapࠖࡶ併せ࡚発行。 

発行部数 日ᮏ語版 1」,000部 英語版 4,000部 合計 17,000部 
 

(5) 実態調査 
 

旭川地域࠾けࡿ木製家具࣭木製建具製造業ࡢ実態調査を行ࡗた。 
     

 

 

調査内容 件 数 

木製家具製造業実態調査 70 

木製建具製造業実態調査 「」 

計 9」 
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㸵 人材育成࣭販路開拓࣭製品開発支援事業 (詳細ࡣP8ࡽ掲載) 
(1) 旭川工芸ᢏ術等継ᢎ事業(実習コ࣮࣭ࢫᗙ学コ࣮࣭ࢫ市民向け講習会) 

 ࣉキャン࣮࣐ࢧࡾく࡙ࡢࡶ (」)

(」)  親子木工体験教室 

(4) 窯業講習会 

(5) 窯業ᢏ術研修会 

(6) 㐨産カンバ類ࡢ高付加価値用途ࡢᢏ術開発 

(7) 国際家具ࢨࢹンࣇェ旭川(I達）A)「017 

(8) 旭川クࣛࢺࣇ展「017 

(9) 「1sっ 旭川陶芸ࣇェࢸࢫバࣝ 
 

㸶 ཷ入研修 
旭川地域ࡢ企業㸪教育࣭関ಀ機関ࡢࡽ依頼応ࡌ㸪ᢏ術者㸪学生等ཷࡢ入研修を行ࡗた。 

 

学校ྡ等 内 容 ཷ入人数(人) 

旭川家具工業協ྠ組合 ᢏ能五輪国際大会家具職種研修 1 

北海㐨旭川工業高等学校 ンタ࣮ンࢩッࣉ 「 

旭川地域企業 石膏型製作鋳込ࡳ成形 「 

旭川地域企業 鉋࣭ノ࣑等ࡢ手工具ࡢ込ࡳ方 1 

旭川地域企業 釉薬ࡘい࡚ 1 

計 㸫 7 
     

※ ᢏ能五輪国際大会ࡢ詳細ࡘい࡚ࡣ㸪P15掲載。 

 

㸷 職員派遣  
  関ಀ機関࣭団体ࡢࡽ依頼をཷけ࡚㸪地域産業ࡢ振興支援ࡢたࡵ㸪職員を派遣ࡋた。 

 

10 講師࣭審査員࣭委員等派遣 
関ಀ機関࣭団体等ࡢࡽ依頼をཷけ࡚㸪対象業界ࡢ活動を支援ࡿࡍたࡵ㸪職員を派遣ࡋた。 

 

11 そࡢ支援 
 (1) 地域ᮍ来投資ಁ進法基࡙く基ᮏ計⏬認定 

木製品製造業界ࡀ行うࠕ地域ࣛࣈンࢻ確立࣭発信 㸪ࠖࠕ海外࣮࣐ケッࡢࢺ進出࣭拡大ࠖ等ྲྀࡢ

組対ࡿࡍ国ࡢ支援措置活用を図ࡿく㸪」9㐨府県70計⏬ࡢ一࡚ࡋࡘ㸪初認定をཷけた。 

 ⏫区域㸸旭川市㸪東神楽⏫㸪東川ࡿ࡞対象ࡢ⏬基ᮏ計   

 ࡛ࡲ4ᖺᗘᮎ日「ᖹ成ࡽ9日」計⏬期間㸸ᖹ成「9ᖺ9月   

派 遣 ඛ 派遣期間 派遣職員 

国際家具ࢨࢹンࣇェ旭川 

開催委員会事務局 

－「8.10.1～－「9.7.」1 

㸦10ヵ月㸧 
猪川 㐩也 

派 遣 ඛ 派遣期間 派遣職員 

林産試験場 

北海㐨こࡶ木工作品コンク࣮ࣝ審査委員 
－「9.9.14 

所長 

三浦 㞞仁 
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᪫川工芸ᢏ術等⥅ᢎ事業 

 

 ᮏ事業ࡣ，実習ࢫ࣮ࢥ，ᗙ学ࢫ࣮ࢥ及びᕷ民向ࡅ講習会ࡿ࡞ࡽ地域ࡢ人ᮦ育成事業࡛あࡾ，᪫川

地域࡛活躍࡚ࡋいࡿᢏ術者加え，全国的活動࡚ࡋい࣮ࢼࢨࢹࡿやᢏ術者ࢆ࡞講師࡚ࡋ招

いࠕ，ࡋ地域ࡢᢏ術者ࡽ若手，地域ࡢᢏ術者࣮࢟ࢆ࣮ࠖࢨ࣮ࣘࡽワ࣮ࢻ，様々࡞講習会ࢆ開

催ࠋࡓࡋ 

 

● 家ල実習ࢫ࣮ࢥ 

椅子ࡢ製作方法ࢆ習得ࢆࡇࡿࡍ目的7，࡚ࡋ 回ࡢ実習ࢆ行ࠋࡓࡗ 

 

㸯 ࢸ ࣮  理解ࡢᢏ術及び工程ࡢ椅子試作  ࣐

㸰 内  容  ࢘ン࢟ࢵࣟࡢࣉࢱ࣮ࢨンࡿࡅ࠾࢙ࢳࢢ設計ࡽ製品組ࡢ࡛ࡲࡿࡆୖࡳ

工程全般 

㸱 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ ㈲㈱ ᭶ 4 日㸦水㸧～㈲㈲ ᭶ ㈲5 日㸦水㸧㸦うࡕ 7 日間㸧㈲8野㈱㈱～「㈲野㈱㈱ 

㸲 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 機械加工室 

㸳 ཷ講者数  8 人㸦8 企業㸧 7 日間 延 75 人 

㸴 講  師  ྜྷ田 ᖾ男 氏㸦嶺工匠 代表㸧 

        㧘橋 克徳 氏㸦仁木木地製作ᡤ 代表㸧 

 

 

 

 

 

 

        

 

                                   

● 建ල実習ࢫ࣮ࢥ 

伝統建ලࡢ製作ᢏ術ࢆ理解ࢆࡇࡿࡍ目的࡚ࡋ，」 回ࡢ実習ࢆ行ࠋࡓࡗ 

 

㸯 ࢸ ࣮  理解ࡢい࡚ࡘ製作ᢏ術ࡢ伝統建ල  ࣐

㸰 内  容  組子製作ࠕ破ࢀ麻ࡢ葉ࠖࡢ手法全般 

㸱 開催日時  ᖹ成 」㈱ ᖺ 「 ᭶ 6 日㸦火㸧～「 ᭶ 8 日㸦木㸧 」 日間 ㈲」野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

㸲 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 機械加工室 

㸳 ཷ講者数  4 人㸦4 企業㸧 」 日間 延 ㈲「 人 

㸴 講  師  㧘木 均 氏㸦औᮥ和建ල 代表ྲྀ締役㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習風ᬒ 

 

実習風ᬒ 

 

実習風ᬒ 

 

実習風ᬒ 
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● ᗙ学ࢫ࣮ࢥ 

製作ᢏ術ࡃ࡞࡛ࡅࡔ幅広いศ㔝ࡢ知識࣭情報ࡢ習得ࡈ࣐࣮ࢸ，ࡵࡓࡢ専門家ࢆ招いࡋ，講

習会ࢆ開催ࠋࡓࡋ 

 

第㸯回目：伝統ᢏ術ࡢ⥅ᢎ～木彫ࡢ世界～ 

㸯 内  容  木彫実演，各地࡛実演ࢆ行う意義，買い手ࡀ望ࡴ木彫ࡢ過去現ᅾࡢ㐪い࡞ 

㸰 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ 7 ᭶ 「7 日㸦木㸧㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

㸱 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 機械加工室㸦᪫川ᕷ⥳ࡀ丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6 ྕ㸧 

㸲 ཷ講者数  「」 人㸦8 企業࣭㈲ 団体㸧 

㸳 講  師  中川 貞ྖ 氏㸦木彫࢞࢝ࢼワ 代表㸧 
 
第㸰回目：佐達）A「㈱㈲7  ࢫࢭࣟࣉࡢ製品ࡽ試作࣌ンࢥ

㸯 内  容  ࡢ࡚ࡋ࣮ࢼࢨࢹ心構え，ࢥンࢨࢹࡿࡅ࠾࣌ンࡢ発想着眼点，ࢥン࣌

試作品製作向࣮ࢼࢨࢹࡓࡅ作ࡾ手ࡢやࡾࡾ，製品向ࡓࡅ㐨筋

後ࡢ目標 

㸰 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ 9 ᭶ 6 日㸦水㸧㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

㸱 会  場  ࣜࢭࢳ࣮ࢧン࣮ࢱ 研修室㸦᪫川ᕷ⥳ࡀ丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6 ྕ㸧 

㸲 ཷ講者数  44 人㸦㈲8 企業࣭団体㸧 

㸳 講  師  牧㔝  仁 氏㸦ओ住じ図ぞ囲しじ ２a丁じ寿ぞ ）ご囲じg寿 代表ྲྀ締役社長㸧 

        若狭 弘 氏㸦औワࢧ࢝ 代表ྲྀ締役社長㸧 
 
第㸱回目：ࢹ࣮࢙࢘ࢫンࡢ挽物師 

㸯 内  容  木工旋盤ࡢ加工࣭ࢺࣂ㸦刃物㸧研ࡢࡂ実演，木工旋盤ࡢ数学的知識ࡢ解説，

木工旋盤࡛ࡢ作品制作࣏ࡢンࢺ，作品ࡢ紹ࢨࢹンࡢ解説 

㸰 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ ㈲㈱ ᭶ ㈲7 日㸦火㸧㈲8野」㈱～「㈲野㈱㈱ 

㸱 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 機械加工室㸦᪫川ᕷ⥳ࡀ丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6 ྕ㸧 

㸲 ཷ講者数  69 人㸦「6 企業࣭団体㸧 

㸳 講  師  ࣭ࣖࣇࣝ࢘ンࢯン 氏㸦ࢹ࣮࢙࢘ࢫンᅾఫ木工旋盤作家㸧 

        宮嶋 健夫 氏㸦通訳：ࢹ࣮࢙࢘ࢫン交流ࢭン࣮ࢱ㸧 
 
第㸲回目：徳島家ලࡢ現状，冨士ྲྀࡢࢳࢽࣇ組～ࠕࡢࡾࡃ࡙ࡢࡶ見えࡿࠖࢆ目指࡚ࡋ～ 

㸯 内  容  冨士ࡢࢳࢽࣇ製品納入事例，業務改善㸦情報୍ࡢ元，୍品生産ࡢ転

換㸧至ࡓࡗ経緯，ࠕ見えࡿࠖࢆ㐩成ࡾྲྀࡵࡓࡿࡍ組ࡇࡔࢇ，後向ࡅ

 ⏬事業計ࡓ

㸰 開催日時  ᖹ成 」㈱ ᖺ 「 ᭶ 8 日㸦木㸧㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

㸱 会  場  ࣜࢭࢳ࣮ࢧン࣮ࢱ 研修室㸦᪫川ᕷ⥳ࡀ丘東 ㈲ 条 」 目 ㈲ 番 6 ྕ㸧 

㸲 ཷ講者数  」4 人㸦㈲「 企業㸧 

㸳 講  師  ᕸ川  徹 氏㸦冨士ࢳࢽࣇओ 代表ྲྀ締役社長㸧 

 中川氏 

㸦第 ㈲ 回㸧 

牧㔝氏若狭氏 

㸦第 「 回㸧 

 氏ࣇࣝ࢘

㸦第 」 回㸧 

ᕸ川氏 

㸦第 4 回㸧 
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● ᕷ民向ࡅ講習会 

地域ࡢ方々地場ࡢ木製品ᑐࡿࡍ知見ࢆ広࡚ࡆいࡵࡓࡃࡔࡓ，講習会ࠕ᪫川家ල木工体験ࠖ

 ࠋࡓࡋ開催ࢆ

 

㸯 内  容     工場見学࣮ࢶ 

木製計㔞࣮ࣉࢫンࡢ製作体験 

㸰 開催日時    ᖹ成 「9 ᖺ ㈲㈱ ᭶ 「㈲ 日㸦土㸧9野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

㸱 見 学 先    ओいࡳࡉや㸦᪫川ᕷ永山 「 条 9 目 ㈲ 番 「 ྕ㸧 

᪫川ࢨࢹンࢭン࣮ࢱ㸦᪫川ᕷ永山 「 条 ㈲㈱ 目 ㈲ 番 」5 ྕ㸧 

  㸲 製作体験場ᡤ  工芸ࢭン࣮ࢱ  

㸳 ཷ講者数    9 人 

 

 

 

 ࣉン࣮࣐ࣕ࢟ࢧࡾࡃ࡙ࡢࡶ

 

᪫川地域ࡢ㧗校生ࢆᑐ象ࡾࡃ࡙ࡢࡶ，企業ࡢ就業体験ࢆ通ࡋ

࡚地域ࡢ産業ࡢ理解ࢆ深ࡵ，進路ࡢ選択肢ࡢ ㈲ せࡉ定着࡚ࡋࡘ

ࢱンࢭ工芸ࢆ事業㺁ࣉン࣮࣐ࣕ࢟ࢧࡾࡃ࡙ࡢࡶ㺀ࡓࡋ目的ࢆࡇࡿ

࣮㸦木工ࢫ࣮ࢥ㸧工業ᢏ術ࢭン࣮ࢱ㸦機械ࢫ࣮ࢥ㸧࡛開催ࠋࡓࡋ 

「 ㈲，ࡋ実施࣮ࣝࢡ 日目，「 日目ࡣ木工࣭鉄工ࡾࡃ࡙ࡢࡶࡢ現場

赴ࡁ，従業員⥴୍作業ࢆ行うࠕン࣮ࢱンࢆࠖࣉࢵࢩ行い，最

終日ࡣ木工 鉄࣭工ࡢ両業種ࢆ訪問ࠕࡿࡍ工場見学࣮ࢶ  ࠋࡓࡗ行ࠖࢆ

 

㸯 開催日時 第 ㈲ 回 ᖹ成 「9 ᖺ 7 ᭶ 」㈲ 日㸦᭶㸧～8 ᭶ 「 日㸦水㸧㸦」 日間㸧 

第 「 回 ᖹ成 「9 ᖺ 8 ᭶ 7 日㸦᭶㸧～8 ᭶ 9 日㸦水㸧㸦」 日間㸧 

※ 各日 9野㈱㈱～㈲7野㈱㈱ 

㸰 ཷ入企業  木製品：ओ࢟ࢧࢧ工芸，औᮥ和建ල，ओࢶ࣮ࣃࢻࢵ࢘，ओ࣓࣮࣮ࢥ࣮ࢺࣝ࣋ 

        鉄工業：ओ日ᮏ工業ᡤ，࣐ࢢࣄ乾燥機ओ，ओ࣮࣭ࣇ࢚全 ㈲7 社 

㸱 見学企業  木製品：ओ࢝ンࢫ࢘ࣁࢹ，ओࢧࢥン，ओいࡳࡉや，山岡木ᮦ工業ओ 

        鉄工業：ྜྷ峰鉄工ओ，媚山鉄工ओ，ओ࣮࣭ࣇ࢚，ओ長谷川工作ᡤ 

㸲 ཷ講者数  7」 人㸦第 ㈲ 回 4「 人，第 「 回 」㈲ 人㸧 

 

 

 

工場見学ࡢ様子 ࣒࣮࣮ࣝࣙࢩ見学ࡢ様子 

就業体験ࡢ様子 

製作体験ࡢ様子 
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親子木工体験教室 

 

日ᮏ᭷数ࡢ家ල産地ࡶ数え࡚ࢀࡽいࡿ᪫川地域㸦᪫川ᕷ，東川⏫，東神楽⏫㸧ࡢ理解ࢆ深࡚ࡵ

体的୍ࢆ学習等ࡢい࡚ࡘ家ල産業ࡢ製作体験や地域ࡢ家ලᑐ象ࢆ親子，ࡋ目的ࢆࡇうࡽࡶ

実施ࡿࡍ体験教室ࢆ実施ࠋࡓࡋ 

 

㸯 内  容  ࡢ࣮ࣝࢶࢫ製作，加工実演 

        小学生向ࡅ地域ࡢ木工産業ࡢ講習 

㸰 開催日時  ᖹ成 」㈱ ᖺ ㈲ ᭶ ㈲」 日㸦土㸧 ㈲㈱野㈱㈱～㈲4野4㈱ 

㸱 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 会議室࣭機械加工室 

㸲 ཷ講者数  ㈲8 人㸦小学校 4 ᖺ生以ୖࡢ児童ࡢࡑ保護者 9 組㸧 

㸳 講  師  工芸ࢭン࣮ࢱ職員 

 

 

 

窯業講習会 

 

陶芸ࡾࡼࢆ魅力的ࡿࡍࡢࡶ࡞関連ᢏ術ࡘい࡚知識ࢆ深ࡵ，

作陶ࡢ幅ࢆ広ࢆࡇࡿࡆ目的，陶磁器製造業関係者ࢆᑐ象ࡋ

 ࠋࡓࡋ開催ࢆ講習会ࡓ

講師東川⏫ࢆᣐ点活動࡚ࡋいࡿ漆芸家，漆工芸品修復師，

金⥅ࡂ師ࡢ藤田丈裕氏ࢆ迎え，割ࡓࢀ陶磁器ࢆ漆࡛⥅ࡂ，蒔絵ࢆ

施ࡍ金⥅ࡂᢏ術ࡘい࡚，実演ࢆ交えࡓ講義ࢆ実施ࠋࡓࡋ 

金⥅ࡣࡂ，日ᮏ特᭷ࡢ美意識ࢆࡢࡶ，大ษࡿࡍ精神ࡽ生

ࢹ࡞ࡓ新ࡾࡼࡇࡿせࡓ際立ࡃࡋあえ࡚美ࢆ傷，࡛ࡢࡶࡓࢀࡲ

講ཷ，ࡾᢏ法࡛あࡿせࡽ蘇魅力的ࡾࡼࢆ加え，陶磁器ࢆンࢨ

者ࡣ，金⥅ࡢࡂᢏ術ࢆ間近࡛見࡛ࡇࡿ，多ࡢࡃ驚ࡁや発見ࡀあ

 ࠋࡔうࡼࡓࡗ

 

㸯 ࢸ ࣮  再生ࡢ陶磁器ࡿࡼࡂ⥅金࣭ࡾ関わࡢ漆陶  ࣐

㸰 内  容  金⥅ࡢࡂ工程㸦接着，ୗ地，中塗ࡾ，蒔絵㸧ࡢ講義࣭実演 

㸱 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ 9 ᭶ 7 日㸦木㸧 ㈲8野」㈱～「㈱野」㈱ 

㸲 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 窯業研究室 

㸳 ཷ講者数  「㈲ 人㸦㈲7 窯࣭企業㸧 

㸴 講  師  藤田 丈裕 氏㸦漆芸家，漆工芸品修復師，金⥅ࡂ師㸧 

木工産業ࡢ講習 製作体験ࡢ様子 製作体験ࡢ様子 

講師ࡿࡼ金⥅ࡢࡂ実演 
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窯業ᢏ術研修会 

 

ࡓࡅ向ᢏ術者育成窯業ᢏ術向ୖࡢ᪫川地域，ࡣ研修会ࡢࡇ 

ᢏ術࣭知識習得ࢆ目的࡚ࡋ毎ᖺ開催ࡾ࠾࡚ࡋ，ᖺᗘࡣ，釉薬

添加㔞ࠖ種類ࡢ着色金属ࠕ組成ࠖࡢ基礎釉ࠕࡍࡰ及ࢆ影響発色ࡢ

発ࡢࡾ࠾いࡽࡡ，ࡵ深ࢆ理解い࡚体系的ࡘ焼成雰ᅖ気ࠖࠕ

色ࢆ得ࡼࡿࢀࡽう，調ྜや焼成ࡢ手法ࢆ身ࢆࡇࡿࡅࡘ主軸，

着色補助ᮦ及び乳濁ᮦࡁࡽࡓࡣࡢやࣝࢤ࣮ࢮ式ࡿࡼ釉調ࡢ考察，

伝統的釉薬ࡢ成ࡾ立࡞ࡕ，釉薬ࡘい࡚総ྜ的࡞研修ࢆ行ࠋࡓࡗ 

ཷ講者各々ࡀ日頃ࡢ作陶࡛抱えࡿ課㢟や目標向࡚ࡗ主体的

ࡇࡴ組ྲྀ手法࡛研修ࡓࡗྜ自ศࡀࢀࡒࢀࡑ，考えࢆ࣐࣮ࢸ

，ࡓࢀ行わࡀ情報交換࡞講者間࡛活発ཷ，前ࢆࢫ࣮ࣆࢺࢫࢸ࡞多種多様ࡣ最終日，ࡁ࡛ࡀ

当ࢭンࢫ࣮ࣆࢺࢫࢸࡢ࣮ࢱ焼成結果ࡾࡼ，ᬑ段ࡣ使用ࡿࢀࡉ機会ࡀ少࡞い着色金属ࡢ発色例ࢆ観察

 ࠋࡓࡗ࡞う機会ࡽࡶ࡚ࡌ感ࢆ能性ྍࡢ発色ࡿࡀ広無限，࡞ࡿࡍ

 

㸯 ࢸ ࣮  発色ࡢ釉薬ࡿࡼ組ྜせࡢ基礎釉࣭着色金属࣭焼成  ࣐

㸰 内  容  基礎釉࣭着色金属࣭乳濁ᮦࡢ概要，ࣝࢤ࣮ࢮ式，基礎釉࣭着色金属࣭焼成ࡢ組ྜ

せࡿࡼ釉薬ࡢ発色確認㸦当ࢭンࢫ࣮ࣆࢺࢫࢸ࣮ࢱ概要㸧，各自ࡢ目標向ࡓࡅ実

験手法ࡢ検討，ࢫ࣮ࣆࢺࢫࢸ製作，実験結果ࡢ考察発表 

㸱 開催日時  ᖹ成 「9 ᖺ ㈲㈱ ᭶ ㈲8 日㸦水㸧～㈲㈲ ᭶ 8 日㸦水㸧㸦うࡕ 4 日間 延 ㈲㈱ 時間㸧 

㸲 会  場  工芸ࢭン࣮ࢱ 窯業研究室 

㸳 ཷ講者数  ㈲㈱ 人㸦㈲㈱ 窯㸧 4 日間 延 」4 人 

 

 

㐨産࢝ンࣂ類ࡢ㧗付加価値用途ࡢᢏ術開発 

 

多ࣉࣝࣃࡀࡃ原料࡚ࡗ࡞いࣂ࢝ࣛࢩࡿᮦࡢ᭷効活用ࡘい࡚，

ᖹ成 「7 ᖺᗘࡽ 」 ᖺ間，海㐨立総ྜ研究機構林産試験場ࡢ共

同研究ࡾྲྀ組ࠋࡔࢇ工芸ࢭンࡣ࡛࣮ࢱ，ᮦ料強ᗘ㸦曲ࡆ強ࡉ等㸧

や接ྜ部強ᗘࡢ測定，試作品ࡢ製作及び強ᗘ試験ࢆ担当ࠋࡓࡋ 

試作品ࡣ，ᮐ幌ࡢ展示会࡛࡞紹ࢆ行ࣛࢼࠋࡓࡗᮦ࡞比

較ࡿࡍ強ᗘࡣ劣ࡵࡓࡿ，構造や口寸法࣭精ᗘࡣ注意ࡀ必要

 ࠋࡿࢀ思わい࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ活用࡛十ศ࡚ࡋ家ල用ᮦ，ࡀࡔ

ᖹ成ࡣ共同研究ࡢࡇ 「9 ᖺᗘ࡛終了ࡀࡿࡍ，後ࡶ性能評価ࡣࢆ

 ࠋࡿண定࡛あࡃい࡚ࡋ⥆⥅ࡣ組ྲྀࡓࡅ向利活用ࡢ地域ᮦ，ࡵࡌ

 

＜ᖹ成 「9 ᖺᗘ実施試験＞ 

● 部ᮦࡢ強ᗘ試験㸦曲ࡆ強ࡉ，接着ࡢᅽ縮せࢇ断接着強ࡉ㸧 

曲ࡆ強ࡘࡉい࡚ࣛࢼ，ࡣᮦࡢ比較࡛約 「㈱％పい値ࡀࡓࡗ࡞，値自体ࡣ決࡚ࡋపい࡛ࡢࡶ

 ࠋࡿࢀࡽ考えࡢࡶࡿあࣝ࣋ࣞࡿࡁ活用࡛ࡶ椅子等ࡿࢀࡽࡵ求ࡀ強ᗘ，ࡃ࡞ࡣ

ᅽ縮せࢇ断接着強ࡘࡉい࡚ࡣ，破断率ࡣ 9㈱％非常㧗ࡃ，接着性問㢟࡞ࡣいࢆࡇ確認

比較࡛約ࡢࢼࣈ，ࡣࡉ断接着強ࢇᅽ縮せ，ࡋࡋࠋࡓࡋ 4㈱％పい結果ࡾ࡞，目ษࡼࡿࡍࢀう

 ࠋࡓࡗ࡞結果ࡿ残ࡀ不安࡞木破や内部応力変ࡢ際ࡿࡅ抜ࡀࢰ࣍，使用ࡢ࡚ࡋ部ᮦ࡞

実習風ᬒ 

ᖺᗘ試作品㸦ᮐ幌࡛ࡢ展示会㸧 
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国際家ලࢨࢹン࢙ࣇ᪫川。佐達）A)「㈱㈲7 

 

新ࡋい生活文ࡢ提案発信ࢆ目的࡚ࡋ，㈲99㈱ ᖺ始ࡓࡗࡲ

᪫川㸦佐達）A㸧࢙ࠖࣇンࢨࢹ国際家ලࠕ ᪫川家ල工業協同組，ࡣ

ྜ，᪫川ᕷ，東神楽⏫，東川⏫ࡀ࡞主催ࡿࡍ地域ࢆ挙ࢹࡢ࡚ࡆ

ࡿ࡞回࡛節目，ࡾあ࡛ࢺン࣋ンࢨ ㈲㈱ 回目ࡢ開催ࢆ迎えࠋࡓ 

ンࢥンࢨࢹࡿࡍ公募ࢆンࢨࢹࡢ木製家ලࡿン事業࡛あ࣓

世界，ࡣン࡛ࣙࢩࢸ࣌ 」㈱ ࡓࢀࡽ寄せࡽ国࣭地域 68」 点ࡢ応

募作品6，ࡽ 点ࡢ入賞作品 ㈲9 点ࡢ入選作品ࡀ選ࢀࡇࠋࡓࢀࡤ

ン入賞入選作品展࡛ࠖࣙࢩࢸ࣌ンࢥンࢨࢹࠕ，ࡣ作品ࡢࡽ ，建

築家 五十嵐淳氏ࢨࢹࢫ࣮ࣈࡢンࡾࡼ展示発表ࡀ行わࠋࡓࢀ 

，佐達）Aࡢࡑ ࡢ 」㈱ ᖺࢆ振ࡾ返ࡿ特別企⏬展ࠕ佐達）A ࠖࡳあゆࡢ

᪫川家ලࠕ発表ࡢ新作࣭新提案ࡢ団体࣭࣮࢝出展࣓࣮，ࡵࡌࡣࢆ

ンࣙࢩࣅࢩ࢚࢟ ࢩ࣮ࢸンࢮࣞࣉン作品ࣙࢩࢸ࣌ンࢥンࢨࢹࠖ，

ࣙン，佐達）A 記念ࣃネࣝࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹンࡢ，併催࣋ンࢺ

᪫川ンࣙࢩࢡࣞࢥ織田，࡚ࡋ 4 ࣇࣛࢡ展覧会や，᪫川ࡢࡘ

展ࢺ 「㈱㈲7，ࠕ建築ࢆ永ࡃ使い⥆ࠖࡇࡿࡅ展࡞，様々࡞催ࡀࡋ

行わࠋࡓࢀ 

 

㸯 会  期  ᖹ成 「9 ᖺ 6 ᭶ 「㈲ 日㸦水㸧～6 ᭶ 「5 日㸦日㸧 

㸰 会  場  ᪫川ࢨࢹンࢭン࣮ࢱ㸦᪫川ᕷ永山 「 条 ㈲㈱ 目㸧 

㸱 来場者数  約 ㈲9,5㈱㈱ 人 

㸲 主  催  国際家ලࢨࢹン࢙ࣇ᪫川開催委員会 

 

 

᪫川ࢺࣇࣛࢡ展 「㈱㈲7 

 

᪫川地域ࢺࣇࣛࢡࡢ製品୍ࢆ堂集࡚ࡵ展示࡛ࡇࡿࡍ，地域ఫ民や多࡞ࢹ࣓࣭࣮ࣖࣂࡢࡃ

展ࢺࣇࣛࢡ᪫川ࠕ，目的ࢆࡇࡿᅗࢆ業界振興，ࡵ広ࢆ魅力ࡢᮏ地域や産業 「㈱㈲7ࠖࢨࢹࡀン

 ࠋࡓࢀࡉ開催࡚࣮ࣜࣛࣕࢠࢬ࣮࢙ࢳ࣮ࣜࣛࣕࢠ

回ࡢ展示会࡛ࡃ࡞࡛ࡅࡔࣟࣉ，ࡣ，新ࣞࣕࢳࠕࡓンࢪ枠࡚ࠖࡋ木工࣭ࢺࣇࣛࢡ工芸品࣭家ල

枠ࣟࣉ，ࡋ参加ࡀ学生ࡿい࡚ࡋ志ࢆン࣐ࢺࣇࣛࢡ，従業員やࡢ企業ࡴ営ࢆ製作ࡢ 66 者，ࣞࣕࢳンࢪ枠

「㈱ 者ࡢ計 86 者ࡢ出展ࣛࢸ࣋ࠋࡓࡗ࡞ン職人若ࡁ職人ࡀ，世代や業種ࢆ超え࡚作ࡾ手同士ࡢ交流

，ࡾ࠾࡚ࢀࡽࡵ込ࡀいう思いうࡇい࡚ࡋ発展࡚ࡋ産地ࡢࡾࡃ࡙ࡢࡶ࡞魅力的ࡾࡼ，࡛ࡇࡿࡵ深ࢆ

会場内ࡢࢺࣇࣛࢡࡣ歴史ࢆ時事ࡶ紹ࡀ࣮ࢼࣂࡿࡍ設置ࡀࢺࣇࣛࢡ，ࡶࡿࢀࡉ誕生ࡋ

ࡇࡿ並ᖺ代順ࡓࡵ始ࢆ工ᡣࢆࢫ࣮ࣈ，うࡼࡿ出来ࡀࡇࡴࡋ楽ࢆࢀ流ࡢ࡛ࡲࡿ至日ࡽ࡚

࡛，木彫や旋盤等ࡽ始ࡾࡲ，素ᮦや商品多様性ࡀ生ࢀࡲ至࡚ࡗいࢺࣇࣛࢡࡿやࡾࡃࡘ手ࡢ歴

史ࢆ感ࡿࢀࡽࡌ展示ࠋࡓࡗ࡞ 

78 人ࡀ参加࣋ࢡ࣮ࢺࡓࡋンࡣ࡛ࢺ，岩間ᖿ雄氏㸦工ᡣࡲࢇࡀ㸧ࠕࡽ᪫川ࡢ木彫ࡢ歴史 ，ࠖ㧗橋

秀ᑑ氏㸦㧗橋工芸 代表㸧ࠕࡽ᪫川ࡢࢺࣇࣛࢡࡢ歴史ࠖࡘい࡚ࡢ講演ࡀあ࣋ࢡ࣮ࢺ，ࡾンࢺ終了

後ࡢ情報交換会࡛ࡣ，学生ࡢࡽ質問答え࡞ࡿ，交流ࢆ深࡚ࡵいࠋࡓ 

ࡿせࡲࡋ楽ࢆ来場者，ࢀࡉ開催ࡶࣉࢵࣙࢩࢡワ࣮ࡿࡁ体験࡛ࢆࡾࡃ࡙ࡢࡶࡶ子供࡛࡞ࡉ小ࠊࡓࡲ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡅࡗࡁࡿえࡽࡶ࡚ࡌ感身近ࢆࡾࡃ࡙ࡢࡶ，ࡶ

佐達）A  ࡳあゆࡢ

㸦᪫川ࢨࢹンࢭン࣮ࢱ㸧 

ୖ：佐達）A」㈱ ᖺࡢ軌跡展 

ୗ：佐達）A 記念制作展 
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㸯 会  期  ᖹ成 「9 ᖺ 6 ᭶ ㈲」 日㸦火㸧～「5 日㸦日㸧 9野㈱㈱～㈲8野㈱㈱ 

㸰 会  場  ࢨࢹン࣮ࣜࣛࣕࢠࢬ࣮࢙ࢳ，࣮ࣜࣛࣕࢠ㸦᪫川ᕷ宮ୗ通 ㈲㈲ 目㸧 

㸱 出展者数  86 者 

㸲 来場者数  5,㈱」8 人 

㸳 主  催  ᪫川ࢺࣇࣛࢡ展 「㈱㈲7 実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「㈲囲図 ᪫川陶芸ࣝࣂࢸࢫ࢙ࣇ 

 

ࡘ持ࡀࡢࡶࡁᣑ大，やࡢ愛好家ᬑ及ࡢࡢࡶࡁや，࣐࣮ࢸࢆࠖࡃࡋࡉや人，ࡃࡋࡉや自然ࠕ

人環境ᑐࡿࡍやࡢࡉࡋࡉ理解ࢆ深ࡽࡶ࡚ࡵうࢆࡇ目的，᪫川やࡢࡶࡁ協会ࡢ主催࡛毎ᖺ 9

᭶開催ࢀࡉ，展示販売ࡢ様々࡞催ࡀࡋ行わࠋࡓࢀ 

ࡾࡡ手びࡀࢀ親子連ࡢࡃ多ࡣ陶芸体験࡛，ࡁ࡛ࡀ来場者࡛人垣ࡿ見入ᢏࡢ窯元，ࡣ実演࡛ࢁࡃࢁ

࡛思い思いࡢ作陶ࢆ楽࣮ࢸࣜࣕࢳࠋࡔࢇࡋ福袋ࡣ，販売開始ࡽ数ศ࡛完売ࡿࡍ盛況࡛ࡾࡪ，収益

金ࡣ熊ᮏ地震義援金࡚ࡋ熊ᮏ県全㢠寄付ࠋࡓࢀࡉ 

特別企⏬展࡛ࡣ，毎日ࢆ࣒ࢱ࣮ࢸࡢ華や演出ࢆࣉࢵ࢝ࢢ࣐ࡿࡍ多数集࡙ࢇࡔࡩࠕࡓࡵい

，࡛ࡲࡢࡶ点୍ࡿࢀ溢࣮ࣔࣘ，ࡽࡢࡶいࡍやࡳࡌ࡞手࡛ࣝࣉンࢩ，ࡋ開催ࢆ展ࠖࣉࢵ࢝ࢢ࣐ࡢ

各窯元ࡢ自信作ࡀ目白押ࡢࡋ見ࡓࡈえあࡿ展示ࡾ࡞，目移࠾ࡽࡀ࡞ࡋࡾ気入ࢆࣉࢵ࢝ࡢࡾ手ྲྀ

 ࠋࡓࢀࡽࡅ見ཷࡶ姿ࡢ来場者ࡿ

小学生ᑐ抗 伸ࠕ，目的ࢆࡇうࡽࡶ࡚ࡌ感ࢆࡉࡋ楽ࡿࢀ触土ࡕࡓ子供，ࡁ⥆昨ᖺᗘ，ࡓࡲ

真ࡘ無邪気ࡢ小学生，ࡋ実施ࢆ競தࡿࡆୖࡳ積ࡃ㧗ࢆ粘土，ࡓࡋ㢟競த࡛ࠖࢇࡘ࡛ࢇ積࡚ࡋࡤ

 ࠋࡓࡗࡀୖࡾ盛ࡃࡁ大ࡣ会場内，姿࡞

 

 㸯 会  期  ᖹ成 「9 ᖺ 9 ᭶ 「」 日㸦土㸧，「4 日㸦日㸧㈲㈱野㈱㈱～㈲7野㈱㈱㸦「4 日ࡣ ㈲6野㈱㈱ ࡛終了㸧 

㸰 会  場  ᪫川地場産業振興ࢭン࣮ࢱ㸦᪫川ᕷ神楽 4 条 6 目 ㈲ 番 ㈲「 ྕ㸧 

㸱 出展者数  ㈲㈲4 窯 

㸲 来場者数  ㈲㈱,」94 人 

㸳 主  催  ᪫川やࡢࡶࡁ協会 ᪫川陶芸ࣝࣂࢸࢫ࢙ࣇ実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 ࣮ࣜࣛࣕࢠࢬ࣮࢙ࢳ ࣮ࣜࣛࣕࢠンࢨࢹ

 競த࡛ࢇࡘ࡛ࢇ積࡚ࡋࡤ展 伸ࣉࢵ࢝ࢢ࣐ࡢい࡙ࢇࡔࡩ 実演ࢁࡃࢁ
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ᢏ能五輪国際大会 

 

ᢏ能五輪国際大会ࡘい࡚ࡣ，「 ᖺ ㈲ ᗘ開催࡚ࢀࡉいࡀࡿ，ᖹ成 「8 ᖺᗘ行わࡓࢀᢏ能五輪全国

大会銀࣓࡛ࢺࢫࣜࢲあࡿୗ條恭ᖹ氏㸦औワࢧ࢝ᡤ属㸧ཷࡢ入依頼ࡀあ5，ࡽࡇࡓࡗ ᭶ୖ᪪ࡽ ㈲㈱

᭶ୖ᪪ࡢ࡛ࡲ約 5  ࠋࡓࡋ実施ࢆ入研修ཷ࡚࣮ࢱンࢭ᭶間，工芸

 

●研修内容 

初ࡣࡵ鑿，手鋸࡞手加工ࡢ指定ࡀあࡿ蟻組や，電動工ලࢆ

使ࡓࡗ部ᮦ加工，扉部等ࡢ突板貼࡞ࡾ部ศ練習ࢆ中心行い，

課㢟ࡀ絞ࡓࢀࡽ後ࡣ完成ࡢ࡛ࡲ時間配ศࢆ見ࡵࡓࡿ，通ࡋ練習

ࡓࡗあ࡛ࢺ࣮ࣃࢫ࢚࡛࢟ࡲ前大会ࡣ研修期間中ࠋࡓࡗ行主ࢆ

帯広㧗等ᢏ術専門学院ࡢ吹谷氏や大会࡛ࢺ࣮ࣃࢫ࢚࢟ࡢあࡿ

ࢆ採点評価，ࡋ᭶㸯回程来ᡤࡶబ々木准教授ࡢ大学ࡾࡃࡘࡢࡶ

意識ࡓࡋ練習ࢆ行ࡓࡲࠋࡓࡗ過去ࡢ大会経験者や地域ࣛࢸ࣋ࡢ

ン木工職人ࡶࡽᢏ術的࡞助言࡛ࡇࡿࡅཷࢆ研修内容ࢆ充実

 ࠋࡓ出来ࡀࡇࡿせࡉ

 

●大会結果 

回ࡢ国際大会ࣈࣛ，ࡣ首長国連邦㸦ＵＡＥ㸧ࡢ首都࡛ࣅࢲࣈ開催ࢀࡉ，競ᢏࡣ ㈲㈱ ᭶ ㈲5 日

ࡽ ㈲8 日ࡢ࡛ࡲ 4 日間࣭「「 時間࡛課㢟ࣅࣕ࢟ࡢネࢆࢺࢵୖ࡛ࡢࡶࡿࡆあࠋࡓࡗ 

課㢟ྎࡣ湾ࡢࢺ࣮ࣃࢫ࢚࢟設計，競ᢏ 「 日前当初ᅗ面ࡽ 」㈱％変更ࠋࡓࢀࡉ変更箇ᡤࡢࡑࡼ࠾ࡣ

寸法形状以外ࡃ࡞ࢇࢇࡲ変わࡾ࡞，ࡾ࠾࡚ࡗ大࡞ࡁ変更感ࠋࡓࢀࡽࡌ 

結果9」，ࡣ ࡣ中࡛，ୗ條選手ࡿࡍ参加ࡀ選手ࡢ国࣭地域 ㈲4 ，近ᖺ入賞ࡀ果ࡓせࡓࡗ࡞家

ල職種࠾い࡚敢闘賞ཷࢆ賞ࡀࡇࡿࡍ出来ࡓ㸦金࣓ྎࡣࣝࢲ湾ࢫࢫ㸧ࠋ 

ୖ選手ࡢ動ࡁ共通࡚ࡋいࡣࡢࡓ，加工手順ࡀ頭ࡢ中構築ࢀࡉ無駄࡞動ࡀࡁ少࡞いࡇ，電動

工ලࡢ使い方，特ࡢ࣮ࢱ࣮ࣝࣝࣈ࣮ࢸ様々࡞使い方ࡘい࡚習熟࡚ࡋいࡿ感，ࡓࡲࠋࡓࡅཷࢆࡌ

 ࠋࡓࡗ印象的࡛あࡶࡇࡓ来࡚い࡚ࡗ持ࢆ࡞鋸や鑿，鉋ࡢ日ᮏ製ࡀ選手ࡢࡾ࡞

 

 ୗ條選手ࡿࡅཷࢆࢫࣂࢻ

手鋸作業 各国ࡢ選手ࡶ 
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